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Quercus材の化学的識別に関する研究 (第 1報 )
抽出物の吸収曲線について
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1.ま え が き

樹木の分類識別は, これに種実花葉等のあるときは形態学的拠点により比較的容易に分類識別できる。しか
しこれらと切り離された状態の木材のみの識別は困難な場合が多い。
木材の識別は, 従来肉眼的ならびに材の示す組織構造の顕微鏡的観察によってぃる。 前者は木材の色, 木
理,年輪の構成等の外観に重点をおき,なお香気,重量,硬度等の要素を参照し判別するのを普通とするが経
験的な勘に頼らざるを得ない。後者は現在の木材識別の工統的手段として重要なものであり,その識別拠点の
検討整理も逐次進められて来ている。o%7じクsに関しては島地1)2)のすぐれた研究があり,その他藤岡・兼次9)
須藤4)小林5)小林・須川6)等の業績がみられる。しかし多くの木材の中には識別困難な種類が存在し,顕微鏡
的観察による方法の限界を感ずる場合がある。とくに針葉樹では2%熔,肋切,4ぅが奮 などが難かしく,広
葉樹では 肋″π,P/2%クs,4θ″,駐ex,oクθ密″s,F/α %ガ%クsなどが困難属とされている。また最近急増し
て来た南方初の識別は更に困難で厄介な問題を合んでいる。木材の識別手段としては,上述の方法の他に呈色
反応によるもの,電顕的観察によるもの,合有成分の検索によるものなどがぁる。合有成分の検索による方法
1ま chemOtaxOnOmyと 呼ばれ最近多くの業績が発表されている。
本報では,上述の基本的識別法に対する補助的手段の検索を目的として,9%ι/θクsを材料とし,各抽出物のUV,IR吸収を測定し,その吸収曲線の傾向を比較検討することによる木材識別の可能性を考察した。
2. 供試材料および実験方法
2.J供 試 材 料

供 試 O堅 ″θ″sと して は , コ ナ ラ o.sθπ″,チα THuNB., コガ シ ヮ 9.サαttα′ο″′″夕sゲs MAKINO, カ シ ヮ o.
激物 rt7″ THUNB., ミズ ナ ラ o.θヵ ゞ́ クル BLuME, シ ラ カ シ o.物 //sゲタ筋び θ′ゲα BLuME,ァ ベ マ キ o.
υα″ αうケカd BLUME, ク ス ギ O.π ″ ゲ弱 力 物 cARRUTHの 7種 を 使 用 した 。 ま た 比 較 の た め 広 葉 樹 4種 , ク
リ G郷 虎脇ια 7θ筋 サ,SIEB.et ZUcc"シ イ 働 d″η留労ゲsθ%ψ λ物チρ SCHOTTKY,ブ ナ Яを 夕sθ″η%勉
BLUME, レ ッ ドラ ワ ン S力ο″9,管

『

γttιttλ Foxv.ぉ よ び 針 葉 樹 4種 ,ア カ マ ツ 2η %s,9盗 げ と併 c SIEB.
ct ZUcc.,ク ロ マ ツ P″協s影 ″″ルィ♂″ Pぉ RL.,ス ギ I ぃ゙ οη″ 夕α ′宅ヵθttθ,D.DoN,ヒ ノ キ 勤 物 _

'θ
θ婢 ″dοう′%s,SIEB.et ZUcc,を 用いた。Oクつ符クδは鳥大農学部蒜山演習林および鳥取市周辺より採

*第 18回 日本木材学会大会において発表 (1968)
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取した。レッドラワンは産地不明であるがその他の樹種は鳥取県産である。

試料は気乾材よりそれぞれ辺心材別に60～80メ ッシュの木粉をとって供試材料とした。

2.2実 験 方 法

2.2.1基 礎 的 検 討7)8)0)    '

木材識別の基礎としてその樹種の種名同定が重要であるが,本実験では供試材料につき可及的に多く種実花

葉をとり,これにより同定を行なった。さらに材の各断面の観察結果を木材識別カードと照合して検討した。

また酸,アルカリ,塩化鉄,フ ォルマリンその他の試薬で材断面および木粉の呈色試験を行なった。抽出物の

定量は東大林産化学実験書により,材中タンニン合有量は Loewenthal法を用いて定量した。

2.2.2 紫外線吸収スペクトルЮ)1つ

各辺心材より,温水,アルベン抽出物をとり,温水抽出物は PH2.0の緩衝液で稀釈し,アルベン抽出物は

ニタノールで稀釈し,全固形物量を約 0.001%になるように調整して測定した。使用した光電分光光度計は島

津MPS-50L型である。操作は常法により,波長域220～ 320mμ における吸収曲線を得た。曲線の傾向を正確

に把握するために,次にかかげる諸項目につきそれぞれ数値を算出し傾向を調べた。すなわち,極大点,極月ヽ

点,吸収波長巾,△losKA,△10gKB,△ logKcの 6項目である。これを Fig.1に示す。

2.2.3 赤外線吸収スペクトル12)

試料は各辺心材について, それぞれ木粉 (230メ

ッシュ),温水抽出後の木粉, 温水抽出物, アルベ

ン抽出物をとり (木材分析法に拠る),KBr法によ

り2岬/250ηの錠剤として測定した。使用した赤外

分光光度計は日立 EPI S2型である。各吸収曲線

は本実験に供試した抽出物のような試料では各吸収

強度の絶対値はあまり意味がないと考えられるの

で,各曲線内における吸収の波数および相対的強さ

のみを比較した。

3.実 験結果および考察

3.1基 礎 的 検 討

Oク″θ%d材の7種について,肉眼的,顕微鏡的観

察をして,こ れらと識別カードを照合してみると,

多数の識別拠点がいずれも近似していて画然とした区別を見出しにくい場合が多い。比較的明確な識別拠点

は,材色について, シラカシが白色, アベマキ, クヌギが赤褐色であるのに対し, 他の 4種は褐色というこ

と。道管の大きさについて,シ ラカシが中庸 (<200μ ),カ シワが大きい (>300μ ),他の 5種が甚だ大きい

(>300μ)と いうこと。道管の配列の仕方について, シラカシが放射状であるに対し, 他の 6種は繋孔状で

あるということ等である。 しかし, これらの拠点といえども実際の識別にあたっては判断に苦しむ場合が多
い。

材および木粉の各種試薬による呈色反応はそれぞれ微妙な色調の相異はあらわれたが 9ク″θ%Sについては
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識別拠点として不十分な結果しか得られな .

かった。比較的明確なのは塩化鉄,硫酸鉄

によリアベマキ, クスギが他の 5種より淡

色 (青色)であることである。

辺心材別の抽出物量はTable l l乙 示すと

おりであるが,冷水,温水,アルカリ,ア

ルベン抽出において,アベマキとクスギは

いずれも辺材抽出物量>心材抽出物量なる

関係がみられ,他の 5種の O%ι窪2Sと異

なる傾向を示したが,その他の識別拠点と

なるような傾向はみられなかった。

また材中タンニンの定性定量試験結果は

Tablc 2に 示すとおりで,アベマキ,ク ヌ

ギ,シ ラカシが他の 4種と比較して,量的

にも少なく,分類反応でもカテコール系タ

ンニンの傾向を示した。

Table 2 Qualitativc tcst and SCParative rcaction of otvο ″ι夕s woOd tannin.

Note  ― i no prccipitate   +:precipitatc   P:pyrogal101 tannin   C i catechol tannin

以上総括してみると,供試 02ι窪″sはかなりの識別性をもってアベマキとクヌギを他の 5種から区別する

ことができ,さ らにシラカンも分けることができそうである。しかしこれらは大別的な域を出ず不男確な識別

であって,以上のような方法ではさらに各樹種を細別することは困難なように思われる。         
‐`

3.2 紫外線吸収スペクトル

前項に述べたように o%θ″ο
"s7種
については, おぼろげながら識別拠点とみなしうるものがあった。 しか

しこれらは大別的な区分しか表現しなかった。このような関係が紫外線吸収スペクトルではどう表現されてく

るものか。本実験では各樹種毎に辺材,心材から各抽出物をとり,こ れらについて吸収曲線の傾向を調べたの
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である力ヽ 一般に辺材を試料としたものは,樹種の個性の表現が不明確となり,こ の目的のためには心材試料

が適当であった。心材温水抽出物の吸収曲線は Fig。 2および Table 3に 示すとおりである。

lo富K

0

Tablc 3 Uitravi。 lct absorption spcctra of hOtwatcr cxtracts of

O″¢/じ″s hcartwood.

ぶ ミPH Ｍｉｎ．Ｐ。ｉｎｔ碗
VIax.
Point

(mμ

nterval
frOm
hlax.
to Miコ

懲IogKA △logK △10gK

MIZUNARA 0.785

KONARA

KOGASHIVA 0,79C

KASHI輛/A 0.89G

SHXRAKASHI 0.830

ABEMAKX 275 0.849 0,458 0.00〔

KUNUG正 275 0.489

すなわち, アベマキ, クヌギの極大点は,

275mμ, 極小点が265mμにあり, また吸収波

長巾 (極大点から極小点までの波長巾),△log

KA,△10gKB,△ logKcについても両樹種

はほとんど同じ傾向の吸収曲線を示している。

これに対して,他の 5種は変曲点は認められ

るが極大点、極小点を示さない。従って、アベマ

キ,ク ヌギ相互の識別はこれではできないが,

両者を他の 5種と識別することは明確に可能で

ある。このことは基礎的検討の場合にみられた

材色のちがい,呈色反応における挙動などと考

え合わせて興味深 く,アベマキとクスギが,

oク″θ%sの中でかなり特異な化学組成の抽出物

220                            320m/L

WAVE LENGTH(mμ )

Fig. 2 UitraviOlet absOrption spectra of

hotwatcr extracts of O″ ¢″じ″s hcartwOOd.

をもつことをうかがわ

せる。ただしシラカシ

については,その植物

分類的位置からしてア

ベマキ,ク スギよりさ

らに異型の吸収曲線を

与えるかと思われたが,

他のoク″θ夕dと同様の

傾向を示すに止って識

月」できなかった。

次に心材アルベン抽

出物の吸収曲線をFig。 3

およびTable 4に 示す。

ここでは温水抽出物のそれとはまったく異なる吸収曲線の傾向がみられる。すなわち,oπι″θケS7種中カシ

ワのみ極大, 紅小が認められず, 他の 6種は極大点を256～278mμの範囲にもち, 極小点を228～260mμの範

囲にもっている。従ってアルベン抽出物の吸収曲線によればカシワは容易に識別できる。しかしこのことは前

述のシラカシの場合と同様に,その植物分類的位置から想定していた吸収曲線の傾向ではなく特異な傾向とし

て表われている。次に伍大,極小のある6種についてみると,アベマキは極大点275mμ,極小点260mμ、クス

ギは極大点278mμ,極小点260mμ となり両者類似の吸収曲線を示しており,他の 4種より約20mμ長波長域に

吸収をもっている。このことは温水抽出物における場合と同様に,アベマキ, クヌギの強い類縁性を意味する

と同時に,他の02ι″θ2sか らの識別拠点とすること力式できる。シラカシについては△10gKBの値がかなり大

きいが植物分類的位置と考え合わせると識別性は低く,カ シワ,アベマキおよびクヌギを除く4種のC%ιγθクS



220                   320inμ
WAVE LENGTH(mμ )

Fig。 3 UltraviOlet absorption spcctra

of alcOhOl_benzene extracts of

O",螺 heartwood.
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の吸収曲線は同傾向とみなされる。

以■o"解鶴d7種の 2種類の抽出物について,比較的

明確な識別拠点を与える心材の場合について述べたが,

いずれにしても大別的な識別の域を出ず,各樹種毎の吸

収特性を明らかにすることはできなかった。

その他,識別拠点の検索のため,同様にしてメタノー

ル抽出物,エ タノール抽出物についても過ぷ材ともに吸

収曲線をとって検討したが,植物分類的位置と符合する

傾向としてはあまり明確なものは得られなかった。ただ

カシワについて特記すべきことは,辺心材とも各種抽出

物につき極大,極小を示さなかったことで,こ の点は,

供試 7種以外の O"θ窪%sの調査をしなければそのまま

カシワ固有の傾向と云えないとしても,かなり特異な傾

向を示すものということができる。

なお,関連して参考のために

とった 8種類の針葉樹および広

葉樹の吸収スペクトル測定結果

をあげればTable 5のとおりで

ある。これらの数値については

詳細な検討をしていないので確

実なことは言えないが,大観し

て,アカマツとクロマツがアル

ベン抽出物で極大点,極小点が

一致すること,また両抽出物で,

92劣パ の近接属であるブ

ナ, クリ, シイのうち, ブナが

92ιttπd中で特異な吸収をもつ

アベマキ,ク スギにより近い吸収を示し,ク リ, シイがアベマキ, クスギ以外の 9%″θ″sの吸収により近い

傾向を示すことなどは,それぞれの植物分類的位置の近縁性と考え合わせて興味深いところである。

3.3 赤外線吸収スペクトル

木材は微粉にすれば,こ れを吸収スペクトル測定試料に用いることができる。本実験では先ず,9%″θ
"s7

種を230メ ッシュの木粉として吸収曲線を測定したが,これではいずれもきわめて良く類似した曲線が得られ,

樹種相互の識別はできなかった。

次に木粉を温水により抽出し,その残澄の木粉を同様に測定したが,曲線の変異は微弱であった。両者の吸
収曲線の傾向は,広葉樹材の特徴と考えられる1370>132002t~■ ,1250∽ ~■をピークとする一つの吸収などをも
っている。ここでは,吸収曲線のもっている各樹種の固有性を拠点にして,木材の識別を試みようとするもの
であるから,な るべく樹種別の変異の大きい試料でなければ明確な識別ができない。この目的に適するものと

Table 4 UltraviOlet absOrptiOn spectra of alcOhOl― bcnzene
extracts of 奄レ珍″θtt heartwood.

ド
・ｎ
Ｐ。ｉｎｔ

硫

Ｍ Max.
Point

rm"

intcrval
frOm
Max.
to Min

―
速ゝ logK“ △logK ≦IogKc

MIZUNARA 0,802 0.184 0.05〔

KONARA
t 0.68G 0,099 0.01C

KOCASHlvA 0.636 0.037 0.1lG

KASHttVA 0.856

SHIRAKASHI ユ 0,85( 0.272 0.045

AEEMAXI 27t 1 0.435 0,026

kUNUGI
1 0。 77( 0,4871 0.045
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して,本実験では紫外線吸収ス

ペクトノンの場合と同様に,温水

抽出物およびアルベン抽出物を

供試した。

先ず辺材の温水抽出物につい

て測定した結果を示せばFig,4

のとおりである。吸収曲線の傾

向は全体としておおむね酷似し

ており,主な吸収は,波数3400

切 ■附近 (O― H伸縮),2950

伽 ■附近 (C― H伸縮),1720

勁ど■附近 (C=0伸縮),1615

Tablc 5 Ultraviolct absorption spectra of 8 species hcartwood.

1510切 ■附近 (C=Cベ ンゼン核骨格振動),1350～ 900切 ■ (複雑に変化する吸収 :指紋領域)な どにあら

われている。

各樹種について吸収のあらわれる波数は,相互に

対応し正確に一致した波数を示す場合もあるが,多

くは樹種により多少の変移がみられる。したがって

ここでは,比較検討に際してとくに著しい変移を示

す場合を除き,相対応すると思われる波数は同一数

値として示した。また吸収強度の表現は各曲線内の

相対的強さの比較のため、s i strOng,m:medium

w i weak,sh i shOulder,一 i nilの 5段階とし

た。すなわちこれをTable 6に 示す。

辺材温水抽出物の吸収曲線は,一般に次に示す心

材のそれより単調な傾向のようであるが,1720勁 1

でアベマキ,ク ヌギの吸収が他と異なり shとなる

ことは顕著な傾向であり,紫外の場合に照らしても

注目できる識別拠点と考えられる。また1510勤 ■で

シラカシのみ shとなること,他の4種がよく似た

吸収曲線に推移することなど興味深い ところであ

る。
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Fig。 4  1nfrared

cxtracts

次に心材温水抽出物の吸収曲線測定結果を Fig.5お よび Table 7に 示す。

辺材の場合より,こ の心材の場合は傾向がさらに明確にあらわれてくる。すなわち主なものをあげると,ア

ベマキ,ク ヌギの2350勁
~■ :― ,1710<1510勁

~■
,1615>1040伽 1,1265碗

~■ :w,1120翻 ■:wな どは両者

共通の吸収である。またアベマキ,ク ヌギとシラカシが同傾向の吸収を示す波数として,2950勁
~■ is,2950

>1710勁 ■,1200勁 ■:― ,1200<1040勁 ■,1150f/2■ :shな どがあげられる。

7種の曲線の概形の観察と,こ れらの数値により考察すると,前述の基礎的検討の項でみられた各樹種の性

alcohol― benzen cXtractspectrum l hot water cxtracts

in.p.(mμ)IMax.P.(mμ )
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Tablc 6 Wavcnumber and lntcnsitics of

Q″♂/ctrs sapwood.

(65 )

IR absorption― band of hotwatcr extracts of

「
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
―
―
―
―
―
―
―
―

No俺 , s i strong,  取 :medium,  v i veak,

( ):the wavcnumber shifts to( ).

唸 沢 IKONARA
KOGAsHIVA KASHIVA MIZUNA R SHIRAKASH ABEMAK】 KUNUCI

3400(3450) (S) (S) (S) (S) (S)

2950--1720 < > > > >

2350

1720 Sh Sh

1720--1610 < < < < < < <

1720--1510 > > 一＞ > > < <

1610(1615) (S) (S) (S)

Sh Sh Sh Sh Sh

1510 Sh

1455

1400

Sh

Sh

1220

1150 Sh Sh Sh Sh Sh

1120 Sh Sh Sh Sh

1075 Sh Sh Sh

1075--1040 < < < < < > <

1040

Sh Sh Sh

915

880 Sh

Sh

810 Sh Sh Sh

Sh Sh Sh

sh i shoulder,   ― i nil.
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Table 7 Wavcnlmbcr and lntensitics of

O″ワ″♂″s heartwOOd.

IR absorption―band hOtwater extracts of

鞘 【ONARA KOsASHIVA KASHIwA MIZUNARA SHlRAKASHI ABEMAKI KUNUC

2950 V

2950--1710 ≪ ≦ < < > > >

2350 Sh Sh

S V Sh

1710--1615 < < < < < < <

1710--1510 > > > > < <

S

1615--1450 > > > > > >

1615--1040 < < < < < > >

1555 Sh Sh Sh Sh

S

1450

1220

Sh Sh

1200--1040 <

Sh Sh Sh

1070 Sh Sh Sh

S

900 Sh

<

Sh

Sh

ｓｈ

一
ｖ

ｓｈ

一

ｓ

一

ｓ
ｈ

質や,紫外線吸収曲線の傾向などと,ひ とつの脈絡をもつところの吸収曲線であることが読みとれる。
すなわち, 7種の O%″ιク∫中,アベマキとクスギはきわめて近似した樹種であり,他の 5種とは明確に区
別できる。シラカシはアベマキ,ク スギにやや近いが,他の 4種とも近似な性質をもっており,いわば両者の

中間型的なものとみることができる。

アベマキ, クスギの識別拠点としては,あまり明確ではないが,1710勤 ~■ ,1555勁 ~1,1070勁 1,1040∽ ■
,

900C7B―■などがある。 コナラ, コガシヮ,ヵ シヮ, ミズナラの 4種は非常に近似な曲線を与えるため識別しに
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Tablc 8 ScparatiOn by IR absorptiOn― band.
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くいが,一応2950勁 ~■,2350勁 ~■,1510働 ~■,1450
勁~1,1100勁-1,lo70勁―■,9oo勁―■などに拠点ら

しき吸収の存在がうかがゎれる。

以上の関係をTable 8に示す。これらの吸収のう

ち,識別拠点としてどれを重視するかにより分類方

法もおのづから異なってくるが,こ の検索表は吸収

曲線全体についての類縁性の大小を検討して作成し

てみたものである。

心材アルベン抽出物の測定結果は Fig.6お よび

Tablc 9に 示すとおりである。ここに得られた吸収

曲線は,温水抽出物の場合よりさらに変化に富む傾

向がみられる。アベマキ,ク スギの特徴として温水

抽出物にあゎた1710勁―■の波数の弱い吸収は,アル

ベン抽出物の場合はきわめて強い吸収となり, しか

も1735切
~■
および1720勁

~■
の 2個の吸収にわかれて

いる。アベマキ, クヌギ以外の 5種には1735072■の

波数には吸収が認められないので,こ の点は有力な

(1誕
|

識別拠点となる。また1610<1510∽ ~■も特徴的な吸収である。さらにアベマキ, クスギには1400～1000切―■の

領域に微妙な吸収が多くあらわれ,他の5種が比較的単調なのと対照的である。
シラカシは一般に吸収が弱く,1720=1610勁―■であり,1510勁―■:sh,9oo<870働 ―■などとなっている。
従って,温水抽出物の場合にみられたように,こ こでも,アベマキ,ク ヌギの両者と, シラカシ,それから

(|^十百
村||

輔

〔／／‐，．‐卿旧ｒｉ‐旧‐‐３０００　　　５．ｎ．　ｅｘ

Fis.

KOCASHIvA
КASHIvA

1710--151

1615--104(
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Table 9  wavedumbcr and lntc4SitiCs of IR

extracts of o″ ¢rth heartwood.

absorption― band of alcOhOl… bcnzcne

Ю ttЮ ttSHIVA卜 帥 聰

卜

刻 MttSHIRA五 � ABEMAKllKUNUCI

3400  1 s l  s  l  s  l  s  l  s  l  s  l s

>

>

Sh

<

４
ｓ言
〕〒

1720--1610 >

(m)

ｓｈ

一
＞
一

ｍ

1610

1610トー1510

1455(1465)

1330(1345)

1330--1270

1120(11lo
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Fig, 6 1nfrared absorptiOn spcctra of

alcOhOl_benzene cxtracts of

O″ρ″♂″s heartwOOd.

これらの 曲線の傾向を大観して 認められること

は,アカマツ,ク ロマツがきわめて近似な吸収を示

すことで,両者の識別はかなり微弱な吸収特性によ

らなければむづかしいょぅでぁる。

スギおよびヒノキは図によって明白なように画然

とした吸収の特徴を もっており, 容易に識別しう

る。

O"♂″θクs近接属のブナ, クリ, シイについてみ

ると,上述 oク7θ%s7種の吸収曲線 (Fig.6参照)
のうち,特徴的であったアベマキ, クスギの傾向と

ブナの吸収傾向が似ており,こ れに対してクリ, シ

イはミズナラその他のグループに近似する吸収曲線

を与えていることがゎかる。これらのことは紫外線

吸収の場合と同様に,植物分類的位置と関連する抽
出成分の近縁性表現として興味深いところである。

4. む  す  ぴ

(73)

その他の4種を 3区分することができる6ただし後

の 4種のうち,カ シワはひとり2940<17200PZ~■ とな

り,他の波数での吸収型もやや異なる傾向を示して
いる。このことは紫外の場合,カ シワのみ特異な吸

収型をとった事実と関連があるものと思われる。

なお】参考のためにとった8種類の針葉樹および

広葉樹の,心材アルベン抽出物についての赤外線吸

収曲線測定結果をあげればFig.7の とおりである。

3000  2000  1800  1600  1400  1200  1000  800

wAVE NUMBER(碗 …■
)

Fig. 7 1nfrared absOFptiOn spectra of

alcOhOl_benzene extracts Of 8

specics heartwoOd.
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以上主としてo%″θ容 7種を材料として,それらの抽出物の紫外線ならびに赤外線吸収曲線の傾向を比較検
討し,その木材識別lr対する有用性,可能性を考察した。その結果j材料としては辺材よりは心材が樹種の個
性表現においてすぐれていること,紫外線吸収曲線は大別的な識別のために有用であり,赤外線吸収曲線はよ
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り細別的な手段として有効であることなどが認められた。勿論,試料数が限られた範囲のものであるので,部

位別, 立地別などによる吸収曲線の変異の程度を検討しなければ, 安定した識別拠点とみなすことはできな

い。しかし木材の識別困難種属に対する識別補助手段として,ひとつの新しい手法として有用なものであると

考えられる。少くとも本実験において,O"ο密″Sにみられた吸収曲線の類縁性と識別性は, 植物分類的位置

との関連性と考え合わせて木材識別の検索手段としての可能性をうかがわせるものである。さらに比較に供し

た8樹種の吸収曲線の傾向についての知見でも,以上の可能性を示唆するものであると考えられる。
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Summa呼

llx this paper we reported an investisation on the chenical identification Of Quercus wOod.

In said itlvestigation wc used thC following seven spccies of QuerCus.

KONARA …………………・Quercus serrata THUNB,

KOGASHIWA ………………… Q・ takatOrensis MAKINO

KASHIWA   …・・………………・Q・ dentata THUNB.

MIZUNARA  …………………・・・Q.CriSpula BLUME
SHIRAKム SHI ………………… Q・ myrSinaefolia BLUME

ABEMAKI   ……………・・中中,Q.Vattabilis BLUME

KUNUGI ・………………・・・Q.acutiSSlma CARR.

The extracts of these species were analysed by the Ordinary method.

The results are shown in Table l.

In our serics of experiinents, mainly we uscd hotwater and alcohol‐ bcnzcne extracts of

these sPccics.

The UV absorption sPcctra of hotwater and alcohol‐ bcnzene cxtracts of Quercus heartwood

arc shown in Fig。  2, 3 anb Table 3, 4.

Fr6m these results,two species(ABEMAKIand KUNUGI)shoWed that their characteristic

absorおtioI Spectrtt difFer frOm other QuerCuso ABEMAKI and KUNUGI are very similari

Thc IR absorption spectra of hotwater and alcohol‐ benzene extracts of QucrcuS heartwood
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arc shown in Fig.5, 6 and Table 7, 9.

Thc main differences Obscryed among thcse last spcctra relative strength Of thc

absOrption.bands Of vave numbcrs.

Wc reached the conclusion that therc are two main types of the spcctra, typc A (

ABEMAKIand KUNUGI)and type B(KONARA,MIzuNARA,KASHIwA,KOGASHIwA
and SHIRAKASHI).

FOr examplc,the spectrum of hotwater extracts Of type B has a strOng band at 1710 cm~1

vhereas its band is very wcak or shOulderlike in type A.

Thc abovc fact indicated that it is possiblc tO distinguish vOOd specics by investigation

of ultraviolet and infrared absOrpticn spectra Of their extracts.

¶




